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自治労全国一般鹿児島地方労組では、２月１３日に第 1 回委員会を開催した。藤久保委員長は挨拶のなかで

２０１０春闘について、1 月２７日に地方代表者会議（これまでの中央委員会に変わる機関会議）が開催され、

正式に要求基準が決定したことを報告し、全国一般鹿児島としては自治労全国一般評議会の地方代表者会議と連

合鹿児島の地方委員会の提起を受けて、２月８日の四役会議と１３日１７時からの第５回鹿児島地方労組の執行

委員会で確認されたことを報告した。 

全国一般は「生活できる賃金」の実現をめざし、２０１０春闘の方針策定にあたり、①地方と都市、大企業と

中小企業、男女間、雇用形態間の格差是正、②パート、契約社員、派遣など非正規雇用労働者を含みすべての労

働者の均等待遇・権利の確立及び組織化、③自治労の取り組む「スト権批准投票」への積極的参加と全国統一闘

争として体制の早期確立、④連合方針に基づく●ミニマム課題(賃金改善、企業内最賃の締結など)の項目ごとの

要求の確立●労働分配率１．６％以上の改善をめざす闘いの実現●賃金改善・格差是正の取り組みとして、ベア・

時給引き上げ、賃金カーブの是正、低賃金層の底上げなど積極的な賃金改善に向け、全国および九州ブロックに

おいて具体的な方針の確立をめざし、討論集会を開催してきた。⑤２０１０年施行の労基法改正に向けた準備と

して、２００８年１２月５日に成立・１２日に交付され、２０１０年４月１日施行の労基法第３７条第１項ただ

し書きの「時間外労働の割り増し賃金率の引き上げ」「年次有給休暇の時間単位での付与」などの改正に向けて、

今春闘時より経営者側との交渉を開始し、施行前でも実施できるようにとした。 

 

２０１０春闘・一時金方針概要 

●平均賃金要求額９，０００円以上（賃金カーブ維持分４，５００円、生活向上分５００円以上、格差是 

正分４，０００円以上) ●パート時間給労働者の賃上げ要求として、時給５０円以上又は絶対額 

１，０００円以上 ●一時金闘争として、一時金は生活給であるとともに「賃金の後払い」であるとして、 

年末・夏季とも「３ヶ月以上」の要求を組織し、全組合員参加のもとに年収の底上げをめざす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪今後の予定≫2010 年 

3 月 13 日  全国一斉統一労

働相談日用チラ

シ配布 

3 月 19 日 全国一斉統一  

～22 日   労働相談日 

受付時間 9 時から 19 時まで 

3月 20 日  第 22 回参議院 

14 時～  選挙勝利総決起

集会(みなと大

通り公園）            

発行・自治労全国一般鹿児島地方労働組合 連絡先・郵便番号８９０－００６４ 鹿児島市鴨池新町５－７－２０２ 

TEL ０９９－２５８－３０４５  FAX ０９９－２５８－９２０６ （留守番電話は書記長に転送されます） 

E メール u-kagoshima@theia.ocn.ne.jp 

交
通
局
嘱
託
職
員
分
会
が
正
式
承
認
さ
れ
る 

２
月
１
３
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
一
般
第
１
回

委
員
会
の
な
か
で
、
昨
年
１
１
月
１
６
日
に
全
国
一

般
の
一
分
会
と
し
て
結
成
さ
れ
た
「
鹿
児
島
市
交
通

局
嘱
託
職
員
分
会
」
の
加
入
承
認
に
つ
い
て
、
大
会

に
次
ぐ
決
議
機
関
で
あ
る
委
員
会
に
お
い
て
、
代
議

員
全
員
の
拍
手
で
正
式
に
加
入
の
承
認
が
さ
れ
た
。 

な
お
、
分
会
結
成
の
一
番
の
課
題
で
あ
っ
た
「
民

間
委
託
」
の
件
に
つ
い
て
は
、
委
託
予
定
事
業
者
の

過
去
一
年
間
に
お
け
る
車
内
事
故
が
発
覚
し
、
今
回

に
つ
い
て
は
白
紙
に
戻
っ
た
。
今
後
と
も
、
地
域
の

仲
間
と
と
も
に
分
会
の
闘
い
を
包
み
込
み
、
解
決
を

目
指
し
て
い
く
。 

自
治
労
ス
ト
批
准
確
立
の
投
票
集
計
！ 

 

〇
九
年
一
月
に
県
本
部
と
の
統
合
を
終
了

し
、
二
〇
一
〇
年
の
春
闘
・
ス
ト
権
批
准
投
票

に
つ
い
て
は
県
本
部
構
成
組
織
と
し
て
の
取
り

組
み
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
自
治
労
の
春
闘

は
、
人
事
院
勧
告
制
度
の
下
に
あ
る
た
め
民
間

の
春
闘
を
支
援
す
る
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
賃

金
・
労
働
条
件
決
定
の
た
た
か
い
と
い
う
位
置

づ
け
に
な
り
に
く
く
、
政
策
課
題
を
柱
に
据
え

て
き
た
傾
向
に
あ
っ
た
。 

 

ス
ト
ラ
イ
キ
は
決
行
す
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
い
が
、
労
働
組
合
の
切
実
な
要
求
を
前
進
さ

せ
る
た
め
に
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
常
に
ス
ト
ラ
イ
キ
は
「
諸
刃
の
剣
」

の
面
が
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
ス
ト
ラ
イ

キ
戦
術
の
配
置
そ
の
も
の
も
徹
底
的
な
議
論
を

交
わ
し
た
上
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
ト
権
批
准
投
票
は
一

年
間
を
通
し
て
一
波
に
つ
き
二
時
間
を
上
限
と

す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
指
令
権
に
つ
い
て
、
自
治
労

中
央
闘
争
委
員
会
に
委
譲
す
る
こ
と
の
賛
否
を

問
う
投
票
で
あ
る
。
今
回
の
自
治
労
全
国
一
般

鹿
児
島
と
し
て
の
取
り
組
み
の
結
果
は
賛
成
が

４
７
６
票
、
反
対
が
６
９
票
、
無
効
０
票
と
な

っ
て
い
る
。【
投
票
率
は
８
６
．
３
７
％
】 

第９４回県本部中央委員会開催（2010年 2 月 18 日） 

春闘は「要求－交渉－妥結」のサイクルを確立することが喫緊の重要な課題

となっている。今春闘では全単組で「要求書の提出」、「交渉・協議の実施」、「交

渉・協議内容の確実な実施のチェック」を行うことの徹底に集中した取り組み

を行うことで、当局側の戸惑いがあるのではとのことも考えられる。また、臨

時・非常勤等職員と地域公共サービス民間労動者・全国一般等の賃金改善や労

働条件改善を進める。組織拡大強化では、①臨時・非常勤職員②清掃、環境・

廃棄物労動者③未組織自治体（消防職員は県消協との協議）④公社、事業団⑤

福祉、医療関係⑥その他公共サービスに携わる労動者の組織化をするとした。 

北薩森林組合職員労働組合分会長が新規加入の挨拶をし、続いて芙蓉苑労働

組合が組合減少により解散した事の報告があった。 

一人で悩まない

で何でも相談し

よう！！  


